
国家戦略特区における規制改革メニューおよび国家戦略特別区域法の概要

１．規制改革メニュー（観光）≪抜粋≫

規制改革事項 概要 実現時期 初の自治体

自家用自動車

過疎地等での自家用自動車の活用拡大

過疎地域等での主として観光客のための

制度として、市町村、運送実施予定者及び交

通事業者が相互の連携について協議した上

で、特区の区域会議が、運送の区域等を迅速

に決定できるようにする。

2016年
5月

特区法成

立

－

※内閣府地方創生推進事務局ホームページより引用

現段階では、国家戦略特別区域法の改正による自家用自動車の活用拡大区域はない。

２．国家戦略特別区域法の概要

  国家戦略特別区域は、特区ごとに設置された『国家戦略特別区域会議』の協力・合

意を得て、『国家戦略特別区域計画』を作成し、『国家戦略特別区域諮問会議』に諮り、

内閣総理大臣の認定を受けることになり、政令により公布される。

概念図

国家戦略特別区域会議

↓

協力・合意

↓

国家戦略特別区域計画（区域計画）作成

国家戦略特別区域における産業の国際競争力の強化及び

国際的な経済活動の拠点の形成を図るための計画

↓

国家戦略特別区域諮問会議

↓

内閣総理大臣の認定

↓

区域計画に定められた特定事業を政令により公布
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